


富士見市社協では、３名の『登録手話通訳者』

と、３名の『専任手話通訳者』で、通訳依頼に応

えています。

今回は、登録手話通訳者として活動して

いる３名に、現在にいたるまでの過程や、

胸に秘めた想いなどお話いただきました。

28歳の時に 手話のドラマを見

て手話への興味がより高まり、市広報

の手話講習会の記事を見て、受講したの

がきっかけです。

手話通訳として活躍している方に憧れ、

私もあんな風になりたいと思った時に、地域

の聞こえない方々が「がんばれ！」と応援して

くれたことが励みになり、手話通訳者を目指し

ました。

手話通訳者
養成講習会

手話通訳者を目指す方が対象。
実践向け通訳技術を学びます。

手話奉仕員
養成講習会
（入門講座）

はじめて手話を学ぶ方が対象。
基本的な文法を学びます。

手話奉仕員
養成講習会
（基礎講座）

日常的な手話表現や文法を
学びます。

技術の向上や、

新しい手話に対応す

るためにも、まずは自

分の心身の健康ケアを

しながら、これからも学

び続けたいと思います。

鈴木由貴子さん

※2023年11月1日現在

～ 手話通訳者を目指すなら （富士見市社協の場合） ～

手話通訳者にインタビュー

富士見市社協
ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

うさみん

テレビのニュース等で目にする機会が増えた

手話通訳者。

聞こえない人の通院や行政機関での手続き、

子どもの授業参観や保護者会など、日常生活

を送るための橋渡しをする手話通訳者が、私

たちの暮らす地域にもいます。

この社協だよりは、共同募金の配分を受けて発行をしています。

手話・要約筆記講習会

愛猫に癒され
ています！



富士見市社協

父親がろう者、母親が中途失聴者

なので、自然と日常の中に手話がありまし

た。就職し、他県で手話通訳のオペレーター

として携わる中、各地で手話通訳者派遣制

度が整いつつあることを知り、地域に根ざし

た活動も必要だと感じ、自分が暮らす地域の

手話通訳者になろうと考えました。

手話言語条例が全国各地で作られ、近い

将来、手話言語法が制定されれば、手話通訳者の

必要性は更に高まると思います。 自分の活動を

通じて少しでも仲間を

作り、手話通訳の和

を広げていきたいと

思っています。

保護者向けの

手話講座を子ど

もが通う小学校で受

けたことがきっかけ

です。

聞こえない人 が、自分の暮らす地域に

いることを知りました。その人ともっと話した

いという気持ちが芽生え、手話を学び続ける

原動力になっていたと思います。それが結果

として、手話通訳という活動になったのだと

思います。

仲間をもっと増やし、次世代に繋ぐまでは、

頑張っていこうと思います。

気分転換は低山ハイク！

※1  富士見市では2015年に、「富士見市手話言語条例」が
制定されました。

富士見市社会福祉協議会（手話通訳者派遣事務所） 平日８：３０～１７：１５
ＴＥＬ：０４９－２５４－０７４７ ＦＡＸ：０４９－２５２－０１１１（専用）

※1

手話通訳者の派遣や研修、手話・要約筆記講習会等の企画・運営を行っています。

手話通訳者派遣に関することや、聞こえない人への情報保障に関すること等、

専任手話通訳者の職員にお気軽にご相談ください。 （富士見市・三芳町の受託事業）

中田美由紀さん

富士見市社協だよりのバックナンバーはホームページをご覧ください。

富士見市社協では

手話通訳者派遣事務所

坂井祐太さん

子育て奮闘中！




